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（昭和33年S月1日第3種郵便物認可） ①
 

4
0年
度
予
算
議

会
 

4
8議
案

を
全

部
可

決
 

五
所
川
原
市
の
昭
和
四
十
年
第
二
回
定
例
市
議
会
は
、
三
月

十
九
日
招
集
、
会
期
を
二
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
と
き
め
、
市

長
の
提
案
理
由
説
明
の
あ
と
三
日
間
議

案
じ
ゆ
っ考
を
し
、
 
一
一

十
三
日
再
開
、
昭
和
四
十
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

予
算
な
ど
四
十
八
議
案
を
慎
重
審
議
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

二
十
九
日
閉
会
し
た
。
 

こ
の
議
会
で

き
ま
つ
た
主
な

も
の
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
 

マ
昭
和
三
十

九
年
度

一
般
会

計
補
正
予
算
‘
・・

特
別
職
の
報
酬

改
定
に
よ
る
人

件
費
、
農
業
構

造
改
善
ホ
業
費

な
ど
、
 一
七
六

九
万
五
千
円
を

追
加
補
正
し
、
 

総
額
を
七
億
六
 

、
七
一
一一
一
万
九

千
円
と
し
た
。
 

ワ
昭
和
三
十

九
年
度
都
市
計

画
事
業
補
正
予

算
…
六
八
万
三

千
円
を
追
加
補

正
し
、
総
額
を

一
、
四
ニ
九
万

七
千
円
と
し
た
 

マ
昭
和
三
十
九
年
度
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補

正
予
算

：
一一
、
四
八
一
万
七
千

円
を
追
加
補
正
し
総
額
を

一
億

二
、
三
九
〇
万
九
千
円
と
し
た
 

▽
昭
和
三
十
九
年
度
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
…
収
益
的
収

支
は
、
四
〇
六
万
三
千
円
を
追

加
補
正
し
、
三
億
八
三
〇
万
三

千
円
と
し
た
。
 

▽
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計

予
算

（昨
年
よ
り

一
億
二
、
六

六
五
万
三
千
円
多
い
、
七
億
一
一

〇
九
四
万
七
千
円
）
と
特
別
会

計
、
企
業
会
計
予
算

（内
訳
は

こ
と
し
の
予
算
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
）
 

▽
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、
 

議
会
議
員
、
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
と
費
用
弁
償
、
特
別
職
の

給
料
の
条
例
を
改
正
し
た
c
 

こ
れ
に
よ
り
議
長
三
万
円
、
 

副
議
長
二
万
七
千
円
、
議
員
一
一

万
五
千
円
、
市
長
一
二
万
円
、
 

助
役
九
万
円
、
収
入
役
七
万
五

千
円
、
固
定
資
産
評
価
員
六
万

五
千
円
、
常
勤
の
監
査
委
員
四

万
円
と
な
り
ま
す
。
 

▽
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
住
民
税
の
課
税
方
式
が

従
来
の
但
し
書
方
式
か
ら
、
本

文
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
 

▽
社
会
教
育
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
 一
部
落
一
館
の
公
民

館
設
置
を
目
標
と
し
、
今
回
十

の
分
館
を
増
設
し
た
。
 

マ
国
民
健
康
保
険
の
葬
祭
費

給
付
額
を

一
千
円
か
ら
二
千
円

に
引
き
あ
げ
た
。
 

▽
児
童
館
は
、
現
在
、
午
前

中
だ
け
の
保
育
で
し
た
が
、
こ

と
し
か
ら

一
日
保
育
と
す
る
た

め
、
利
用
料
を
三
〇
〇
円
か
ら

五
〇
〇
円
に
値
上
げ
し
た
。
 

マ
市
立
西
北
中
央
病
院
新
改

築
工
事
は
、
三
億
五
〇
〇
万
円

で
大
木
建
設
株
式
会
社
と
契
約

を
締
結
し
た
し
 

な
お
、
工
期
は
昭
和
四
十
一
】
 

年
十

一
月
三
十
日
ま
で
。
 

中
村

氏

が

再
任
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

三
月
一
日
を
も
つ
て
任
期
満

了
と
な
つ
た
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
中
村
善
雄

氏
は
、
三
月
議
会
で
再
任
さ
れ

た
。
 

中
村
氏
は
、
市
内
田
町
に
住

み
、
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十

五
日
生
れ
。
 

つ
つ
じ
ケ
丘
児
童
館
に
 

長
橋

児
童
館
 

昨
年
、
市
内
神
山
の
長
橋
支

所
あ
と
に
建
設
し
た
、
長
橋
児

童
館
は
、
つ
つ
じ
ケ
丘
児
童
館

と
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
 

こ
の
児
童
館
で
は
、
四
月
一

日
か
ら
周
辺
の
幼
児
五
十
人
が

保
育
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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歳入については、市民税が税法の改正

により、但し書方式から本文方式に切り

替えとなり、前年度に比し 2.406万 8千

円が減となつております。その他地方交

付税、国県支出金等は交付基準の引上げ

により前年度より増となつております。 
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昭和40年 4月15日 

一般会計 

一 使酬ォ議り 

I 

＼歳 出 

歳出については、できるだけむだをは

ぶくということから、消費的経費は極力

節減し、教育施設の整備、市道の整備、 

農業構造改善事業、農業施設の災害復旧

等の投資的経費に充当するようにしてお

りますっ 

こと しの予算 
昭和40年度の五所川原市一般会計予算は、39年度より 1 億2.665 

万 3千円多い、 7億 2.094万7千円（ナニモクニスルナ） となりま

した。予算編成にあたつては、健全財政を保ちながら、行政水準の

引きあげと市民の福祉の増進をはかることを基調としております。 

また、特別会計は 1 億6.576万8千円となつております。 

企業会計の西北中央病院事業会計は、収益的収支 3億余円、資本

的収支 1 億余円、水道事業会計は、収益的収支 3億余円、資本的支

出 5千万円となつております0 

内訳については、つぎのグラフを見ていただき、みなさんのご協

力をお願いします0 

特別会計ヒ企業会計 

ー
地

さ
交範

、
 

！
国

庫
捕
叱
金
 

！

市
 
札
 

市
 
ま
 

 



主 な 建 設 事 業 

公営住宅 （ 1 種 18戸、 2 種 30戸） 	 3.591万円 

五所川原第一中校学新築 	 3.406万円 

一 野 坪 小 学 校 増 築 	 229万円 

飯 詰 中 学 校 増 築 	 283万円 

七 和 高 等 学 校 増 築 	 229万円 

農 業 構 造 改 善 	 1.093万円 

農 業 施 設 災 害 復 ~日 	 1.062万円 

農 道 改 良 整 備 	 250万円 

児 童 館 建 設 	 245万円 

失 	業 	対 策 事 業 	 1 .055万円 

街 路 の 整 備 （都市計画） 	 1 .243万円 

J道 路 橋 梁 整 備 	 340万円 

土 木 機 械 の 購 入 	 500万円 

曲
辰
業
 

昭和40年 4月15日 ス
 

ー
 
 ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

農
業
政
策
と

し
て
は
、
農
業

災
害
に
お
け
る

被
災
者
の
負
担

を
極
力
軽
減
し

復
旧
の
迅
速
化

を
は
か
る
た
め

農
地
、
農
業
施

設
の
災
害
復
旧

事
業

を
市
営
工

事
と
し
て
行
な

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
昨
年

か
ら
構
想
を
ね

り
、

一
部
予
算

計
上
し
て
い
ま
 

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
も
の

で
す
。
 

農
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

よ
り
も
予
算
を
増
額
し
て
補
修

改
良
に
つ
と
め
、
農
業
構
造
改

善
事
業
は
、
第

一
次
指
定
の
最

終
年
次
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
 

残
さ
れ
た
事
業
の
総
仕
上
げ
を

す
る
と
と
も
に
、
第
二
次
指
定

の
獲
得
に
つ
と
め
ま
す
。
 

土
地
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は

相
原
湛
水
防
除
、
区
画
整
理
事

業
な
ど
、
津
軽
地
区
農
業
総
合

開
発
計
画
と
タ
イ
7
ツ
プ
し
て

推
進
す
る
方
針
で
す
。
 

一
般
農
業
振
興
に
つ
い
て
は

米
増
収
協
議
会
、
各
講
習
、
講
 

教
育
施

設
 
 の

振

興
 

演
会
の
開
催
、
農
業
団
休
等
の

強
化
育
成
に
つ
と
め
、
内
水
面

漁
業
の
奨
励
を
今
年
度
か
ら
は

じ
め
ま
す
。
 

学
卒
青
少
年
の
他
産
業
転
出

に
よ
り
、
将
来
の
農
業
経
営
に
 

土
木
行
政
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
細
分
投
資
に
よ
る
非

効
率
を
避
け
る
た
め
、
市
道
の

維
持
を
主
と
し
、
グ
レ
ー
ダ

ー
 

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
土
木
機

械
を
導
入
し
、
そ
の
機
動
力
を

十
分
に
活
用
さ
せ
る

一
連
の
組

み
合
せ
方
式
に
よ
る
、
道
路
の

維
持
補
修
方
式
を
と
り
あ
げ
、
 

昨
年
ょ
り
も
ほ
ぼ
倍
額
の
予
算

で

『
市
民
道
路
愛
護
運
動
』
を

展
開
し
て
ゆ
く
方
針
で
す
。
 

つ
ま
り
、
ジ
ー
プ
に
よ
つ
て

全
路
線
の
調
査
を
行
な
い
、
つ

い
で
グ
レ
ー
ダ
ー
が
出
動
し
て

整
地
補
修
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が
砂

利
、
資
材
な
ど
を
運
搬
し
、
そ

れ
に
道
路
工
夫
の
補
修
作
業
が

つ
づ
き
、
さ
ら
に
市
民
総
ぐ
る

み
に
よ
る
道
路
愛
護
奉
仕
が
つ

づ
く
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
場

合
に
よ
つ
て
は
ロ
ー
ド
ロ
ー
ーフ
 

の
整

備
 

室
、
七
和
高
等
学
校
の
普
通
教

室
と
特
別
教
室
を
そ
れ
ぞ
れ
増

築
し
、
の
び
の
び
と
し
た
環
境

で
、
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上

を
は
か
り
ま
す
。
 

と
く
に
今
年
度
は
、
小
学
校

の
理
科
教
育
の
振
興
を
期
す
る

た
め
に
、
設
備
教
材
費
と
し
て

一
校
あ
た
り
十
万
円
で
、
十
一
一

校
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 一
般
需
用
費
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
ょ
り
も
十
五
％

増
と
し
、
や
が
て
は
現
在
の
倍

額
に
す
る
考
え
で
す
。
 
 

不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
農
業

後
継
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
 

今
年
度
か
ら
農
業
教
室
を
開
設

し
、
農
業
基
本
、
水
稲
、
り
ん

ご
、
畜
産
、
そ
さ
い
、
農
業
経

営
、
農
業
機
械
学
級
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
講
師
を
招
い
て
農

業
技
術
を
修
得
せ
し
め
、
そ
の

養
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
 

ー
も
出
動
し
ま
す
。
 

失
業
対
策
事
業
は
、
従
事
者

の
技
術
も
向
上
し
、
好
評
を
得

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
、
新

ら
し
く
7
ス
フ
ア
ル
ト
ミ
キ
サ
 

ー
を
導
入
し
、
混
合
式
簡
易
舗

装
を
進
め
、
悪
路
の
解
消
に
つ

と
め
ま
す
。
 

都
市
計
画
の
継
続
事
業
と
し

て
は
、
I
、
2
・
4
号
線
（
裏

田
町
）
お
よ
び
I
・
2
・
3
号

線

（
旭
町
ー
下平
井
町
）
 の
舗

装
工
事
、
且
・
3
・
6
号
線
（
元

町
ー
吹
畑
）
の
改
良
工
事
を
行

な
い
ま
す
。
ま
た
、
柳
町
の
児

童
公
園
を
整
備
し
て
、
子
供
達

の
た
め
に
楽
し
く
安
全
な
憩
い

の
場
を
与
え
て
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

青
少
年

室
の

新
設
 

と
児
童
館
の
建
設
 

青
少
年
の
非
行
が
ふ
え
る
傾

向
に
あ
り
、
世
間
の
注
目
を
集

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
防
止
対

策
を
進
め
る
と
と
も
に
こ
れ
ま

で
各
課
（
か
い
）
に
細分
化
さ
れ

て
い
る
青
少
年
対
策
を
総
合
調

整
し
青
少
年
室
を
新
設
し
ま
す

青
少
年
室
は
、
青
少
年
問
題

協
議
会
を
軸
と
し
て
運
営
さ
れ

る
も
の
で
八
十
九
人
の
青
少
年

室
協
力
員
を
委
嘱
し
、
指
導
育

成
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
市
民

の
青
少
年
教
育
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
あ
か
る
く
す
二
や
か

な
人
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

も
の
で
す
。
 

ひ
ま
わ
り
児
童
館
、

つ
つ
じ

ケ
丘
児
童
館
に
つ
い
で
、
今
年

も
児
童
館
を
建
設
し
、
幼
児
の

健
全
育
成
に

つ
と
め
る
。
ま
た

今
年
か
ら
は
、
半
日
保
育
を

一

日
保
育
に
あ
ら
た
め
る
。
 

婦
人
用

皮
手

袋

お
忘

れ
の

方
へ
 

四
月
五
日
ご
ろ
、
市
役
所
正

面
玄
関
わ
き
に
「
婦
人
用
皮
手

袋
【
片
方
』
を
忘
れ
た
方
は
、
 

総
務
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
 

麟麟麟麟曹 
】
 

教
育
施
設
の
整
備
拡
充
は
多

一
 
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
が
、
 

！
 
今
年
度
は
、
こ
玩
を
強
力
に
推

一
 
し
進
め
ま
す
。
 

世
 

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は

一】
 
松
島
中
と
五
所
川
原
中
を
統
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。
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学
校
の
音
楽
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詰
中
学
校
の
音
楽
室
と
理
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道
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整
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八
重
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堅
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（
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種
十
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一
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一
一
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三
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こ
の
ほ
ど
、
市
に
二
台
の
自

動
車
が
入
り
ま
し
た
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一
台
は
、
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み
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搬
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ー
ド
パ
ツ
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（
三
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積
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で
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三
月
二
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、
 

市
内
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力
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揮
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て
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昭和40年 4月15日 	 市 	政 
	 コ． 	ー 	ス 	 ④ 

市農業教室の受講者募集 

ことしから、五所川原市農業教室を、つぎの要領で開催します 

より一層の技術修得のため、積極的に智してください。 
◇農業教室には、つぎの学級をもうけます。 

① 農業基本学級（新規就農者を中心とした学級） 

② 水 稲 学級 

③ りんご学級 

④ 畜 産 学級 （家畜の飼養、管理学級） 

⑥ そさい学級 

⑥ 農業経営学級 （農業簿記等の学級） 

⑦ 農業機械学級 （農業機械の構造、操作、運転等の学級） 

⑧ 生活改善学級 （農家生活の改善向上学級） 

◇学級の開設はつぎの方法で行ないます。 

各学級とも、農閑期をえらんで年間 3回から 5回開きます。講 

師には、それぞれの専門家を招き、年間を通じて出席した受講者 

には修了証を交付します。 

◇受講希望者の 

申 し込み 

受講希望者は、 4月 

25日までに各支所か農

林商工課あて、申込書

を提出してください。 

1人で 3学級まで受講

を申込むことができま

す0 各学級とも、50人

を予定し、年令、男女

別は間いません。 

受講料は無料です。 

〇申込書は、農業改良

普及所、各農協、各

支所に備えつけてお

りまナ0 

様式 （B5判） 

市農業教室受講申込書 

住 所 大字〇〇字〇〇 

氏 名 〇 〇 〇 〇 

生年月日 0年〇月〇日 

私こと市農業教室の〇〇学級の講習

をうけたいので申込みます 

昭和40年 4月〇日 

0 0 0 0 ⑩ 

五所川原市長 佐々木栄造殿 

（農林商工課所管） 
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